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まちの将来イメージ 

賑わい・交流・憩いのまちづくりを通して、様々な分野の都市活動や地域資源に新たな要素が加わり、新たな価値が創出されています。 

以下の図は、将来イメージが実現したときのまちの風景・都市活動の一例を示しています。 

 

 

 市民・企業などによる様々なイ
ベントが開かれ、他の目的で訪
れた来街者が立ち寄り、八王子
の魅力を発見する 

 業種等を越えた地元企業や学生
等、異なる属性間の交流が生ま
れ、企業の変革・協業の促進や
イノベーション創出に発展して
いる 

 企業・デザイナー等が町会・NPO
等に参画し、活動が飛躍的に充
実・進展している 

新たな価値の創出 

 広場や産業交流センターがもた
らす多様なヒト・モノ・コトの
出会いが、刺激に触れる時間・
生活・アイデアを生み出してい
る 

 社会的活動に取り組むプロボノ
や社会的起業家が多く輩出され
ている 

 知り合いに出会う、イベントに
参加する等、日常と非日常が交
わる都市生活を楽しんでいる 

 誰もが気軽に立ち寄れる心地よ
いパブリックな空間が外出・出
会いのきっかけとなっている 

 MICE 等の広域的な産業交流が
きっかけの技術、製品・サービ
ス、事業所が生まれ育っている 

 住民・企業等による広場の共同
管理がイベント共催に発展する
等、交流の好循環が生まれてい
る 

 地域住民と企業が連携し、増加
傾向にある外国人居住者や市外
からの来街者をもてなす 

 出会い・交流が創造性やグロー
バルな視点を育み、イノベーシ
ョン人材が生まれ、集っている 

 広場での休憩中に副業・複業に
従事するなど、多様な働き方が
選択できるまちになっている 

 多様な出会いがパブリックな活
動に発展し、心地よい空間を支
えている 
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